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■ここまでの活動の総括を踏まえて

→詳細はパンフレットに掲載してあります。

当会のここまでの活動をまとめると

・（目線は現在）同世代の対話の場の創設（最初に団体ありきではなく、最初に同世代ありき）

・（目線は将来）日本を支えていく同世代の連携を図る

この目標を携えて活動はしてきましたが、将来の目標を実現するためには、これまでの活動を継続し

ていくだけでは不足のように思います。今は個々人の人生とこの活動とが有機的に関わっていないと考

えられます。

とはいえ、この活動が、これからの私たちに有益であるという私の思いは変わっていません。それは

皆さんが社会人となり、時を経ていくにつれ益々強くなるものと考えています。

■今後の活動の方針

従って、今後の活動をどういていくべきか改めて見直しているところです。

素描となりますが、今後の活動に以下のような方針を追加したいと思っています。

・社会・同世代への意見発信（ホームページ、機関誌）

→意見をより社会に伝わる形にするための議論、勉強会という性格を加えます

・皆さんの活動をメンバー全員に還元、共有できる仕組みづくり

→以上を可能にするために運営体制を見直し中です。

今後は皆さん、ひとりひとりの一生懸命もしくは専門的な活動あってこそ有益性を発揮できる活動と

していきたいと思っています。ここで出会ったのも何かの縁です。ぜひ、皆さんとは長く付き合ってい

きたいと思っています。


